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令和３年度第２回 旧国立駅舎運営連絡会議事録（要旨） 

 

日 時：令和 3年 7月 21日（水）19時 00分～21時 00分 

場 所：国立市役所 3階 第 1・第 2会議室 

（事務局は国立市役所 3階 第 1会議室から参加、傍聴席は第 1・第 2会議室） 

出席委員：秋田委員、礒部委員、落合委員、木村委員、佐藤委員、鈴木委員、中村委員、藤田

委員、藤本委員、洪委員、宮﨑委員、 

欠席委員：磯前委員 

事務局：国立駅周辺整備課 関野課長、外立係長、菱沼主査、藤堂主任、後藤主任 

旧国立駅舎まち案内所スタッフ 磯貝チーフ 

 

 

記録（要旨） 

  

１．開会あいさつ 

鈴木会長より開会の挨拶があった。 

 

 

２．旧国立駅舎運営状況について 

事務局より「【資料 1】旧国立駅舎＜利活用＞リポート 2021 vol.6」のとおり報告した。 

 

（鈴木会長）落合委員から実際にイベント（小鳥書房と仲間たち、旧国立駅舎の本祭り）を

実施してみての感想をいただきたい。 

（落合委員）公開ラジオ等、今まで旧国立駅舎で実施していなかったようなコンテンツを実

施してみた。また、私自身、運営連絡会の委員として市民の方々に「自分でも

イベントができるんだ」と知ってもらいたい想いがあってイベントを企画し

た。イベント後に高校生等がイベントを企画するような動きがでてきたような

ので、良かったと思っている。 

（鈴木会長）イベントに行った委員から感想をいただきたい。 

（宮﨑委員）誰でも気軽に立ち寄れるイベントでとても楽しませていただいた。イベントに

出店していた各書店を今度巡ってみたいと思う。 

（洪副会長）私は「旧国立駅舎の本祭り」の出店者として参加した。書店のスタッフ同士で

お話しができて後日、来店してくれたりした。同業だと営業時間も同じで話す

機会がなかなか作れないのでこういったイベントがきっかけで同業の繋がりが

できて良かったと思う。 

（鈴木会長）繋がりが広がっていくようなイベントであることがわかった。 

      それでは次の議題に進みたいと思う。 

 

 

３．旧国立駅舎周辺の検討に向けて ～国立駅周辺や円形公園の歴史的経過について～ 

（事務局）今後、旧国立駅舎周辺の整備を検討するにあたり、国立駅の駅前広場や円形公

園の歴史的経過を知っておく必要があると考え、運営連絡会委員でもあるくに

たち郷土文化館の中村委員に解説していただく。 
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～中村委員が国立駅周辺や円形公園の歴史的経過について解説した～ 

＜主な解説内容＞ 

・現状の円形公園内について 

・大正期における駅前広場を有した駅の希少性について 

・水禽舎設置から撤去までの経緯や設置時の活用の様子について 

 

 ※解説に使用した資料は写真素材の権利関係の都合上、当日閲覧のみとした。 

 

 

４．前回会議の振り返り及び 11 月のイベントについて 

 

＜事務局より資料 3に沿って前回会議の振り返りを行った＞ 

 

＜委員がすでに企画しているイベントについて共有＞ 

（事務局）各委員がすでに企画しているイベントがあれば全体に共有していただきたい。 

（中村委員）旧国立駅舎で円形公園の成り立ちなどを紹介するパネル展示をするとともに、

週末には円形公園内に午前、午後それぞれ 10名程度の人数が入れるようなイベ

ントを企画している。10月中旬から下旬の実施を見込んでいる。 

（洪副会長）ジェンダー問題をテーマにコミュニケーションアートのプロジェクトを企画し

ている。旧国立駅舎がメイン会場に市内の様々な拠点を加えて実施したい。11

月下旬から 12月上旬頃を見込んでいる。 

（佐藤委員）直近では 8月 5日に浴衣の写真撮影会をする。ヨーヨー釣りなど、縁日のよう

な催しを同時に実施する。それから 9月に結婚式を旧国立駅舎で実施する企画

がある。 

 

＜事務局より資料 4に沿って 11月に市が実施する予定のイベントについて説明した＞ 

 

 

５．旧国立駅舎の将来像の実現に向けて 

（鈴木会長）これからは、運営連絡会として 11月に実施するイベントがどういったものがよ

いかグループに分かれて話し合いたい。 

 

＜ブレイクアウトセッション 1回目＞ 

2グループに分かれてグループワークを実施した。 

 

【グループ 1】 

・先ほどの中村委員による、まちの歴史に関するプレゼンが面白かったの。そのような類で 

まだ知られていない、まちの魅力を紹介する歴史・文化的なイベントができないか。 

・スポーツのジャンルで何かできないか。ストリート系スポーツ、例えばオリンピックの競 

技でもあるスケートボード等を紹介するイベントができないか。 

・運営連絡会委員会が伝える、「くにたちのマニアックツアー」はどうか。運営連絡会委員は 

多種多様なメンバーなので各々が、くにたちのまだ知られていない魅力を紹介するという 

切り口でガイドツアーを企画したら面白いと考えた。谷保駅や矢川駅もつなげたウォーキ 
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ングを実施したり、南部の遺跡など、まだ知られていない魅力を紹介する、またはあるテ 

ーマのお店をひたすら紹介するのでもよい。その前後でトークショー、パネル展示などを 

行ってもいいかもしれない。運営連絡会委員が 1人 1種ツアー内容を考えると 12とおりの 

ツアーが生まれて面白いのでは。 

・コロナ禍の状況が変わらないが、逆にそこを利用するような試み、例えば２ｍぐらいの感覚

で座って、ヨガやコミュニケーションをとれる場所を作ってみると面白いのでは。 

・黒板があって、そこに来た人同士でコミュニケーションがとれるような仕掛けも面白い。 

 

【グループ 2】 

・テーマが決まっていたほうが雑多にならずに良いのでは。 

・例えば七五三、子供をテーマになにかできないか。 

・秋をテーマに落ち葉拾いをしたり、その落ち葉で焼き芋をできないか。 

・とにかく人が集まるイベントにしたい。 

・音楽でいろんな人が披露できるイベントにしたい。 

・ボジョレーヌーボ、ビール、コーヒーなどの食をテーマにしたイベントをしたい 

・食をテーマにすると賑わいが生まれる。酒類やコーヒーなどを売れると市内の飲食店支援 

にもなり良いのでは。 

・スポーツの秋としてスポーツをテーマに。大縄跳び、ダンスを披露する。また円形公園内 

にやぐらを組んで盆踊りができないか。 

・本をテーマにしてみること。 

・スクリーンを張って映画を見ようというテーマもあった。 

 

 

＜ブレイクアウトセッション 2回目＞ 

【食】【スポーツ・ダンス】【運営連絡会委員によるマニアックツアー】の 3テーマに分かれ 

てグループワークをした 

 ※委員の中では、「映画」・「子供」というテーマの意見もあったが、３テーマの中で議 

論した 

 

【食】 

・地産地消の観点から、くにたち野菜を使ったメニューとお酒を楽しめるイベントがしたい。 

・市内商店会の支援のために旧国立駅舎のまわりで販売できるといいのでは。 

・また、コロナ禍でもできるようにテイクアウトできるお店を紹介するようなお惣菜ステーシ

ョン的なイベントができないか。 

・イベント期間を１２月まで延長できれば、クリスマスイルミネーションに合わせられ、最後

のフィナーレを旧国立駅舎周辺と大学通りで一体的にできる。 

・以前、国立駅のコンコースでしょうがいしゃの方がクッキーを売ってた。しょうがいしゃ 

の方だけでなく市内のお菓子作りが得意な方など属性を問わず市内の様々な方が参加して 

販売イベントができると良いのでは。 

 

【スポーツ・ダンス】 

・スポーツを単に競技と捉えると排他的になりやすい側面がある。“遊び”に近いものとして

捉えることで様々な属性の人が楽しめるようになる。例えばダンスしながらゴミ拾いをす

る、谷保レンジャーにダンスを教えてもらうなど、遊びの要素があるとよい。 
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・ストリートピアノがピアノを路上等に設置することで誰もが自由にその場で演奏したくな 

る仕掛けになっているように、スポーツ・ダンスの分野でも同じようなことができないか 

・例えば、ダンスの分野は単に自由に踊ってくださいでは難しいと思うが、主催者側でダン 

  サーを用意し、周囲の人がマネしたくなるような踊りを踊ったり、またつい踊りだしたく

なるような懐かしい音楽をかけると輪が広がっていくかもしれない。 

・スポーツであればボール、ゴール等が置いてあることで自然とやってみたい気持ちになる

かもしれない。 

 

【運営連絡会委員によるマニアックツアー】 

・発着を旧国立駅舎にしてツアーガイドを実施する。旧国立駅舎に戻ってきてからツアーの 

内容をパネル化する等、その場にいるツアーに参加できなかった人にも内容を伝えられる 

仕組みにしたい。 

・ツアー内容の具体的なアイディアとしては「市内古墳ツアー」、「委員が個人的に好きな住

宅を紹介するツアー」、「市民活動の拠点に行ってみるツアー」などがある。 

・市民活動やまちづくり活動の場所を訪問する。例えば、谷保の「コトナハウス」や「小鳥書

房」、国立市の新しい農園「くにたち はたけんぼ」などがある。谷保にあるコミュニティ活

動をしているところを紹介していくことや知っていもらうことで、その活動をいろいろな場

所へ広げていき国立市全体のにぎわいにつながるのではないかと思う。 

・今回の案は、１１月の１回のイベントではなく、継続的に実施していくことで、このツアー

に参加した方々同志で、コミュニケーションが生まれ次に何か新たしいものが生まれるので

はないか。 

・いろいろな市内の職業を見て回るツアーはどうか。例えば「バー巡りなど」、一人だと行き

にくいがツアーで何人かでなら行ってみたい人もいるかもしれない。 

 

 

（事務局）本日様々なアイディアをいただいたので、11月のイベントに向けて事務局内で内容

を検討し、次回の連絡会でより具体的な企画案にしていきたい。予算的には東西広

場のフェンスを撤去すること、イス・パラソルの設置費は確保する予定だが、それ

以上の予算確保は難しい見込みである。そのことも踏まえイベント内容を検討した

い。 

 

 

６．その他 

11月のイベント内容を早期に協議する必要があることから、次回開催は 8月に前倒しで実

施することを確認した。 

 

 

以上 

 


